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（注）１ 会計区分・記載要領は、地方財政状況調査表作成要領（市町村及び一部事務組

合分）による。 

   ２ 「普通会計」による当初予算等の集計は、昭和５０年度以降行われており、昭

和４９年度以前は「一般会計」で行われていた。そのため、普通会計による「増

減率」の数値については、昭和５０年度までの分は算定することができない。 

   ３ 当初予算額は、同時補正予算を編成した団体については、同時補正予算額を含

んだ額を用いている。 

   ４ 構成比等の％は、小数第２位を四捨五入しているため、合計しても１００％に

ならないことがある。 

   ５ 計数については、原則として、表示単位未満を四捨五入し端数調整をしていな

いため、合計等と一致しないことがある。 

   ６ 増減率について、１０，０００％を超える場合には、著増と記している。 

    


